
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

１１月２２日（木）、算数の授業研究会が２年１組で行われました。２年の重要単元となっ

ている「かけ算九九」の授業でした。かけ算のきまりをつかって、３×１２や１２×３などの

九九表を広げる学習を、たし算（累加）や「ずつ」の数を足す方法、３×９＋３×３などの組

み合わせ方法、かけられる数とかける数を交換する方法など、これまで学習した方法を利用し

ながら楽しく九九表を広げることができました。また、その方法を友だちに説明したり、みん

なの前で発表したりして、九九表についての見方・考え方をさらに深めることができました。 

本校の算数科では、原理の確かな理解、意味付けを伴った理解、関連が広がる理解をめざ

し、授業実践に取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年度 

平成３０年１１月３０日 №２５ 文責 校長 鈴木 久 

 

  《教育目標》 

『豊かな心と総合的な学力を身に 

つけた、たくましい児童の育成』 

あ 明るいあいさつをする子ども 

か 考えをもって学び合う子ども 

ぎ 気持ちよく運動する子ども 

３×１２は、３×９の答えに３を加えて

いけばいいかも。だったら３×３を

足せばいいんじゃない？ 

ぼくの考えと同じだよ！ 

１２×３は、６×３を２回足せばいいん

だよね？半分ずつで考えたのね！ 

１２×３と３×１２の答えは同じになる。 

たし算だけでは、めんどうにな

るのでかけ算を多く使いました 



 

 

 

 

２学期は、支え合い（助け）、学び合い、高め合いの姿が随所に見られるようになりました。 

 

 

 

  

 

   

 

   

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

   

  

  

  

 

 

 


